
十人十色のダンスを十人十色の楽しみ方ができるように、多様なプ
ログラムを短期間でお届けする、年一度のダンスフェスティバル、
ダンスダイブウィーク。全く異なる個性を持ったダンサーが集ま
り、老若男女どんな人でもダンスにふれることが出来るプログラム
を揃えています。お好きなプログラムで心ゆくまでダンスをお楽し
みください！

2018 09.09 SUN > 09.23 SUN
お問合せ：北九州芸術劇場　093-562-2655　〒803-0812　北九州市小倉北区室町1-1-1-11

夕暮れダンス ちょいとごめんよ、
じゃまするよ2018

昭和館 で、ダンスに魅せられて

康本雅子 
ワークショップ
①親子向け
②一般向け

『グレイテスト・ショーマン』
『レ・ミゼラブル』上映
　　　＆
9/9㈰ ダンスパフォーマンス

9/9㈰ ＠北九州芸術劇場 創造工房

9/23㈰ ＠リバーウォーク北九州１F

ダンスダイブウィーク
9/8㈯〜21㈮ ＠小倉昭和館

8/25
締切 井手茂太 ダンスワークショップ

＆ショーイング

9/13㈭〜16㈰ ＠北九州芸術劇場 創造工房
9/16㈰ ショーイング ＠リバーウォーク北九州周辺

9/22㈯・23㈰ ＠北九州芸術劇場 小劇場

森下真樹 「ベートーヴェン交響曲第5番
『運命』全楽章を踊る」

8/31
締切

©bozzo

2018 年 9月
vol.276

北九州市の芸術文化情報マガジン　

北九州市文化芸術メディアサイト

CulCul・かるかる
http://www.kitakyushu-culcul.jp

8月7日（火）が【校了日】となっております。
お忙しいところ大変恐縮ですが、よろしくお願いいたします。



15 2018.Septemberかるかる ジャンルごとに色分けして表記しています

演劇・舞踊　  音楽　   美術・展示　  映像・その他催し
※8月7日現在の情報です
※催しは内容など変更になる場合がございます

9 月

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

北九州市立大学・九州工業大学合同写真展
写真 5㈬～11㈫ 無　料 北九州市立大学北方キャンパス写真部

080（6419）1176

第4回フェイスブック九彩会
絵画 12㈬～18㈫ 無　料 フェイスブック九彩会

090（9582）1146

第69回（平成30年度）小倉北区民美術展会員・会友展 20㈭～25㈫ 無　料 小倉北区役所コミュニティ支援課
093（582）3322

アズ漫画・イラスト展　幽玄なる和の世界へ 9/26㈬～10/2㈫ 無　料 アズ漫画研究会
093（602）9648

小倉北区室町1-1-1-11リバーウォーク北九州5Ｆ　 093（562）2520
10:00～19:00※催し初日は準備が終わり次第開場、最終日は17:00まで
「小倉駅」徒歩10分　「西小倉駅」徒歩3分　 年末年始

北九州芸術劇場 
市民ギャラリー 

小倉北区室町1-1-1-11リバーウォーク北九州6Ｆ　 093（562）2655　 公演によって異なります
「西小倉駅」徒歩3分　「室町・リバーウォーク」徒歩1分　 年末年始北九州芸術劇場 

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大
ホ
ー
ル

九州交響楽団�第65回北九州定期演奏会 1㈯ 15:00
14:00開場

一般 ￥3700
学生（小～大学生） ￥1100
※対象：小学生以上

九響チケットサービス
092（823）0101

市制55周年記念　第53回年長者の祭典 3㈪ 14:00 無　料
※要事前申込

北九州市保健福祉局長寿社会対策課
093（582）2407【中村】

北九州歌謡フェスタ 16㈰ 10:15
10:00開場 無　料 為末歌謡教室

093（583）1991

北九州市制55周年記念　
トリエステ・ヴェルディ歌劇場&北九州シティオペラ共同制作
オペラ「ランメルモールのルチア」

29㈯～
30㈰

15:00
14:00開場

プレミアム席 ￥15000　 　S席 ￥10000
A席 ￥ 8000　 　B席 ￥ 6000
C席 ￥ 4000　学生席 ￥ 3000

※対象：小学生以上
※学生は小～大学生（各種学校含む）

特定非営利活動法人 北九州シティオペラ
080（1765）3478

中
劇
場

2018年度小倉北区文化祭参加
ほほえみさん�ため息さん�こんにちは 17㈪㈷ 14:00

大人（中学生以上） ￥1000
子ども（4歳～小学生） ￥ 500

ペア ￥1300
※ペアチケットは大人・子ども組合せ自由

黒田バレエスクール
093（571）6718【くみこくろだ】

秋の交通安全運動キャンペーン　交通事故防止コンサート 20㈭ 14:30 無　料 小倉北区交通安全推進協議会
093（582）3339

北九州ミュージックプロムナード2018　
スペシャルライブ北九州Revival 22㈯ 14:00 ￥2000 北九州ミュージックプロムナード実行委員会

093(871)8882

が～まるちょばサイレントコメディー　JAPAN�TOUR�2018 23㈰㈷ 17:30 ￥5500 株式会社キョードー西日本
092（714）0159

北九州市民劇場9月例会　劇団青年座「横濱短篇ホテル」

28㈮ 18:30

会　費

※対象：小学生以上　
※ 市民劇場会員でない方はお

問い合わせください
※10/2㈫は休演

北九州市民劇場
093（541）0075

29㈯～
30㈰ 13:30

10/1㈪
13:30
18:30

10/3㈬
～4㈭ 13:30

10/5㈮ 12:30

小
劇
場

5人のギターリストによるスペイン音楽の夕べ 1㈯ 19:00
一般 ￥3000

学生（小～大学生） ￥2000
※当日各￥500増

093（922）3857【池田】

第8回東日本大震災復興支援チャリティーコンサート
～熊本地震・大雨災害にも復興支援を～ 2㈰ 14:00

一般 ￥1000
高校生以下 ￥ 500

※小学生未満膝上観覧無料

チャリティーコンサート実行委員会（事務局）
080（4277）9179

杉岡寿子ピアノ教室発表会 16㈰ 14:00 無　料 090（7236）1922【杉岡】

DDW2018
森下真樹「ベートーヴェン交響曲第5番『運命』全楽章を踊る」
時代を牽引する4人の振付家が1人のダンサーを通して描き出す「運命」。

22㈯～
23㈰㈷ 14:00

一般 ￥3000　ユース ￥1500
高校生〔的〕チケット ￥1000

※対象：小学生以上
※両日アフタートークあり
※ 「石川直樹 この星の光の地

図を写す」展関連企画

北九州芸術劇場
093（562）2655

第3回�みんなで歌おうコンサート 25㈫ 15:00 ￥1000 一般社団法人 北九州シニア応援団
093（965）6080

第3回�THEのどじまん～超～ 30㈰ 13:30 ￥1000 ジーアイエヌエンタテイメント合同会社
093（287）4979

そ
の
他

北九州芸術工業地帯
三宜楼公演「うろきんさ」
優美な百畳間がダンス・音楽・芝居の交錯する摩訶不思議な空間に大変身！

15㈯～
16㈰ 18:30

￥3500
（春帆楼特製 美味（ミニ）楼弁当付き）
※小学生未満膝上観覧無料（託児なし）
※会場：三宜楼 百畳間（門司区清滝）

北九州芸術劇場
093（562）2655
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ジャンルごとに色分けして表記しています

演劇・舞踊　  音楽　   美術・展示　  映像・その他催し
※8月7日現在の情報です
※催しは内容など変更になる場合がございます 障害者手帳減免があります

9 月

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

第14回�マラソンコンサート 2㈰ 10:30
無　料

※ 未就学児同伴で来場希望の
方は、お問い合わせください

※全席自由

北九州国際音楽祭
市民企画委員会事務局

080（2732）2532

川久保賜紀×遠藤真理×三浦友理枝
ドビュッシー：ピアノ三重奏曲 ト長調 ほか 8㈯ 15:00

一般 ￥3000
25歳以下 ￥2000

※対象：小学生以上　※全席指定

響ホール　音楽事業課
093（663）6661

CONCERT響2018�「縦横無尽」
ラプソディインブルー、シテール島への船出、フルートとハープの為のソナタ　ほか 9㈰ 15:30

一般 ￥2000
学生（小～大学生） ￥1000
※当日各￥500増　※全席自由

北九州音楽協会
080（5286）0512【中】

アーツスタッフ養成講座〈第3回〉�ホスピタリティ・カスタマーサ
ポート研修～車いすユーザーサポート～ 11㈫ ①10:00

②13:30 資料代 ￥756 響ホール　音楽事業課
093（663）6661

森野由み�ソプラノリサイタル�Prologue ～with�Gratitude ～�感謝
メンデルスゾーン： 『真夏の夜の夢』より“子守唄”　ほか 29㈯ 15:00

一般 ￥3000
会員（大学生） ￥2500
※高校生以下無料　※全席自由

森野由みさんを支援する会
080（9792）6268【中村】

八幡東区平野1-1-1　� 093（662）4010　�「八幡駅」徒歩15分　�「八幡駅入口第一」徒歩10分�
「国際村交流センター」徒歩3分　� 年末年始、隔月1回（不定休）　� 240台（有料）北九州市立響ホール 

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

天空ジャズ
出演：フタリボッティ（sax 近藤タケユキ、pf 渡辺大樹） 8㈯

18:30 門司港レトロ展望室入館料必要
大人 ￥300　小人 ￥150

門司港レトロ
総合インフォメーション

093（321）415119:30

門司区東港町1-32　 093（321）4151　 10：00～22：00（カフェは20：30まで※天空ジャズ開催日以外のカフェの営業時間は
「関門海峡＆門司港レトロ」ホームページをご確認ください）、入館は閉館30分前まで　「門司港駅」徒歩5分　 年４回門司港レトロ展望室 門司

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先
２
階
多
目
的
ホ
ー
ル

門司港レトロミュージックフェスティバル2018
15㈯NAOMIトリオ　16㈰近藤タケユキカルテット、松山彩夏バンド　17㈪㈷HOUSE224デュオ、ブルールイスクインテット

15㈯～
17㈪㈷

14:00～
16:00 無　料

門司港レトロ
総合インフォメーション

093（321）4151
マンスリーシアター
上映作品「逃走迷路」　1942年アメリカ　監督：アルフレッド・ヒッチコック 23㈰㈷ 14:00～

16:00 無　料

1
階

多
目
的
室
Ｂ 海峡寄席

出演：ぎんなん落語の会 23㈰㈷ 14:00～
15:30 無　料

門司区西海岸1-3-5　 093（322）5020　 9:00～17:00　
「門司港駅」徒歩5分　 年４回旧大連航路上屋  門司

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先
1
階 門司港レトロJAZZストリート2018 2㈰ 12:00～

16:30 無　料
門司港レトロ

総合インフォメーション
093（321）41512

階

シボリコミュニティ北九州藍染展 8/31㈮～9/5㈬ 無　料
※9/5㈬は15:00まで

みちべの彩 9/26㈬～10/2㈫
無　料

※ 9/26㈬は13:00から、
10/2㈫は16:00まで

門司区東港町1-24　 093（321）4151　 9:00～17:00　
「門司港駅」徒歩3分　 なし旧門司税関 門司

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
大
ホ
ー
ル

第10回門司シネマフェスタ「35ミリフィルムで上映する懐かしの喜劇映画」
1㈯大誘拐、喜劇・女は男のふるさとヨ　2㈰駅前旅館、本日休診

1㈯～
2㈰ 10:00

一日券前売 ￥1000
一日券当日 ￥ 700

※前売は小さなお弁当付き
※中学生以下無料

門司市民会館
093（321）2907

門司区老松町3-2　 093（321）2907　 9:00～22:00　
「門司港駅」徒歩13分　「関門トンネル車道口」徒歩2分　「レトロ東本町１丁目」徒歩3分　 年末年始門司市民会館 門司

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先
常設展
油彩画・日本画・彫刻・染色など、約50点を展示します。 開催中 無　料 門司港美術工芸研究所

093（322）1235

門司区東港町6-72�港ハウス2F　 093（322）1235　 10:00～17:00
「門司港駅」徒歩5分　 月曜日（祝日の場合は開館）、年末年始門司港美術工芸研究所 門司

イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

祈りのかたち―仏教美術入門� 障
仏画や仏像など各時代の仏教美術作品を一堂に。ルオーの油彩画も展示 開催中～9/2㈰

一般 ￥700
高・大学生 ￥500

※中学生以下無料（保護者同伴）

出光美術館（門司）
093（332）0251花鳥の彩り―雪舟と江戸絵画� 障

絵画や工芸作品を通して、花鳥が織りなす魅力をご紹介します 9/7㈮～11/4㈰
一般 ￥700

高・大学生 ￥500
※中学生以下無料（保護者同伴）

列品解説
学芸員が展示作品をわかりやすく解説します

9㈰ ①11:00
②14:00

無　料
※入場料が必要23㈰㈷

門司区東港町2-3　 093（332）0251　 10:00～17:00（入館は閉館30分前まで）　「門司港駅」徒歩8分　
「門司IC」約10分　 月曜日（ただし月曜日が祝日および振替休日の場合は開館）、展示替期間、年末年始出光美術館（門司） 門司

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

松永文庫企画展「平和を願う戦争映画資料展」 7/11㈬～10/14㈰ 無　料
門司港レトロ

総合インフォメーション
093（321）4151

門司区西海岸1-3-5（旧大連航路上屋1F）　 093（331）8013　 9:00～17:00　
「門司港駅」徒歩5分　 月曜日（祝日の場合は翌日休館）松永文庫 門司



13 2018.Septemberかるかる ジャンルごとに色分けして表記しています

演劇・舞踊　  音楽　   美術・展示　  映像・その他催し
※8月7日現在の情報です
※催しは内容など変更になる場合がございます

9 月

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

メ
イ
ン

ホ
ー
ル
他

第25回北九州将棋フェスティバル
市民参加型の将棋イベントとして開催 16㈰

9:30～
17:10
（予定）

無　料
※ 有料イベントあり、詳細は

お問い合わせください

北九州将棋フェスティバル
実行委員会

093（511）6800

小倉北区浅野3-9-30　 093（541）5931　 9:00～22:00（変動あり）
「小倉駅」徒歩10分　 年末年始北九州国際会議場 

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

ホ
ー
ル

服部歌謡教室合同発表会
カラオケ発表会 2㈰ 10:00 無　料 服部歌謡教室

093（931）7858
コール北九州創立20周年コンサート
合唱の演奏会 22㈯ 14:30 一般 ￥1000 混声合唱団「コール北九州」

093（881）8973【瀬川】
ヤマハ　ピアノ・エレクトーン個人発表会
ピアノ・エレクトーン個人発表会

23㈰㈷～
24㈪㉁ 11:00 無　料 ㈱ヤマハミュージックリテイリング小倉店

093（531）4342【山下】

小倉北区大手町11-4　 093（583）3939　 9:30～21:30　「西小倉駅」徒歩15分
「ソレイユホール・ムーブ前」徒歩1分　
所内整理日（毎月最終木曜日及び年4回の第2木曜日）、年末年始　 有料北九州市立男女共同参画センター・ムーブ 

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

図
書
室

ビデオるーむ
「ちびまる子ちゃんの地震を考える」「アニメ世界名作劇場⑤トム・ソーヤの冒険」 9㈰ 14:00 無　料 北九州市立こども文化会館

093（592）4152おはなしワールド
絵本の読み聞かせ、紙芝居、手遊びなど 22㈯ 14:00 無　料

小倉北区下到津4-3-2　 093（592）4152　 9:00～17:00
「小倉北特別支援学校」徒歩1分、「下到津」徒歩5分　 月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始　 20台北九州市立こども文化会館（併設到津市民センター） 

小倉北区城内1-2　 093（582）2747　 9:00～18:00（4月～10月）入館は閉館の30分前まで
「小倉駅」徒歩15分、「西小倉駅」徒歩10分　 なし　北九州市立小倉城庭園 

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

企
画

展
示
室

武将のたのしみ　～利休・三斎・織部とつながる松井家の茶の湯～�障
細川家筆頭家老である松井家が守り続けた茶道具を紹介します。 9/16㈰～11/18㈰ 一般 ￥300　中高生 ￥150

小学生 ￥100

北九州市立小倉城庭園
093（582）2747

和
室

表千家親子体験茶会
和室での所作、和菓子や抹茶のいただき方を親子で学ぶ茶道体験です。 2㈰

10:00 大人 ￥500　中学生以下 ￥300
（入館料込）

※対象：4歳以上

11:00
13:00
14:00

書
院
棟

秋のジャズナイト
ライトアップした庭園を鑑賞しながら、ジャズを楽しみます。 8㈯ 18:00 ￥1500

（入館料込、呈茶付）
和
室
・

書
院
棟

開館20周年記念市民茶会
小倉城庭園開館20周年を記念して行われる秋のお茶会です。 23㈰㈷ 9:00 一般 ￥1800　小中学生 ￥1000

（薄茶二席・入館料込・お土産付）

小倉北区大手町12-3　 093（592）5405　 公演によって異なります
「小倉駅」徒歩30分　「西小倉駅」徒歩15分　「ソレイユホール・ムーブ前」徒歩1分
年末年始、毎月1回（不定休）　 80台（有料）アルモニーサンク北九州ソレイユホール 

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大
ホ
ー
ル

キエフ・クラシック・バレエ「眠れる森の美女」～全幕～
夏の思い出は、舞台に並ぶ美しいバレリーナたちと 2㈰ 13:00 全席指定 ￥4500

※対象：4歳以上
CARAVAN（キャラバン）

092（732）8858
Hiromi�Go�Concert�Tour�2018
ー Urban Velocity ー UV 3㈪ 18:30 全席指定 ￥7500

※対象：3歳以上
（株）鈴木企画
092（285）4864

北九州市民文化大学　文化講演会
講師：増田明美（スポーツジャーナリスト） 9㈰ 13:30 関係者

（随時募集）
北九州市民文化大学

093（522）5008

Viva�!�オルガン
～パイプオルガンの魅力をタップリと～ 17㈪㈷ 15:00

大人 ￥1000
学生 ￥ 500

※対象：小学生以上　※全席自由

北九州ソレイユホール
093（592）5405

フォレスタコンサート�in�北九州
「歌い継ぎ、語り継ぐ、たおやかな日本のこころ」 23㈰㈷ 14:00 全席指定 ￥5800

※対象：小学生以上
九州労音

0952（26）2351

小倉北区浅野2-14-5（あるあるCity5F・6F）　 093（512）5077　
11:00～19:00(入館は閉館の30分前まで)　「小倉駅」徒歩2分　 火曜日、年末年始北九州市漫画ミュージアム 

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先
企
画
展
示
室

新海誠展　−「ほしのこえ」から「君の名は。」まで−� 障
気鋭のアニメーション作家・新海誠の創作の秘密に迫る企画展 7/21㈯～9/24㈪㉁

一般 ￥1000　中高生 ￥500
小学生 ￥250

[常設展セット券]
一般￥1200　中高生￥600　小学生￥300

北九州市漫画ミュージアム
093（512）5077

常
設
展
示
室

ミ
ニ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

海峡マンガ合戦～九州ブロック�鈴見敦～� 障
日本漫画家協会九州ブロックと中国ブロックに所属する作家のミニ個展シリーズ 7/14㈯～9/14㈮ 無　料

常設展入場料が必要

原型師・岩倉圭二展� 障
地元出身・在住のフィギュア原型師の作品と制作過程を紹介 8/4㈯～11/15㈭ 無　料

常設展入場料が必要

常
設
展
示
室

イ
ベ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー

漫画スクール� 障
①人物の描き方（ポーズや動き）
②★漫画スクール上級編（作画編）

①2㈰ 13:00～
16:00

無　料
常設展入場料が必要

※ 対象：①小学3年生以上、②高校生以上　
※当日各先着20名②23㈰㈷

漫画体験� 障
漫画の模写や塗り絵、ペンの使い方など、初心者でも参加できます

9㈰ 13:30～
16:30

無　料
常設展入場料が必要

※当日各先着20名、途中参加可29㈯
マシーネンクリーガー第４回北Q州展示会� 障
北九州出身の造形作家・横山宏の作品に基づく模型公募展 15㈯～17㈪㈷ 無　料

常設展入場料が必要
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ジャンルごとに色分けして表記しています

演劇・舞踊　  音楽　   美術・展示　  映像・その他催し
※8月7日現在の情報です
※催しは内容など変更になる場合がございます 障害者手帳減免があります

9 月

イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

ニョロ先生と平尾台のいきもの探し
爬虫類・両生類を中心に観察しながら、専門家と一緒に園内と周辺を散策します。 17㈪㈷ 10:00～

12:00

￥200
※対象：小学生以上（小学生は保護者同伴）
※要事前申込（定員40名）
※服装：長袖・長ズボン・手袋・長靴 平尾台自然の郷

093（452）2715
ヘビとトカゲのドキドキ標本展
ヘビとトカゲの標本を展示します。 17㈪㈷ 13:00～

16:00 無　料

小倉南区平尾台1-1-1　 093（452）2715　 9:00～17:00（3月～11月）　 「小倉南IC」約20分�　
「石原町駅」よりタクシー、おでかけ交通で約15分　 「中谷営業所」よりタクシー、おでかけ交通で約20分　 火曜日（祝日の場合は翌日休園）平尾台自然の郷 

小倉南区若園5-1-5　 093（931）1286　 9:00～22:00　 「小倉南区役所」徒歩1分、「企救中学校前」徒歩2分
（モノレール）「北方駅」徒歩12分　 月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始小倉南生涯学習センター 

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大
ホ
ー
ル

北九州高専吹奏楽部　サマーコンサート 15㈯ 18:00 無　料 北九州工業高等専門学校吹奏楽部
093（964）7333

吟詠コンクール 30㈰ 9:30 無　料 北九州吟剣詩舞道響会事務局
090（3734）8280【樋口】

展
示

コ
ー
ナ
ー

第44回（平成30年度）小倉南区文化祭小倉南美術協会展
日本画（水墨画を含む）・洋画・書・写真・工芸

23㈰㈷
～30㈰

9:00～
17:00

無　料
※30㈰は15:00まで

小倉南美術協会事務局
093（452）3082

小倉北区室町1-1-1�リバーウォーク北九州5Ｆ　 093（562）3215　 10：00～18：00（入館は閉館30分前まで）
「西小倉駅」徒歩5分、「小倉駅」徒歩10分　「室町・リバーウォーク前」徒歩1分　 年末年始および館内整理日　 有料北九州市立美術館分館 

イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

石川直樹　この星の光の地図を写す� 障
極地や8000メートル峰など世界をフィールドに活躍する写真家、石川直樹の個展。初期から近作までを展観 9/8㈯～11/4㈰

一般 ￥1100　高大生 ￥600　小中生 ￥400
※前売り及び20名以上の団体料金
　一般￥900　高大生￥400　小中生￥300 北九州市立美術館分館

093（562）3215アーティストトーク
講師：石川直樹 29㈯ 14:00～

15:30

無　料
※要事前申込　
※ 会場：西日本工業大学小倉キャ

ンパス講義室（小倉北区室町）

小倉北区城内4-1　 093（571）1505　 9:30～18:00（入館は閉館の30分前まで）
「小倉駅」徒歩15分、「西小倉駅」徒歩10分　「北九州市役所前」徒歩2分　
月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始北九州市立文学館 

イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

北九州市立文学館第26回特別企画展「まど・みちおのうちゅう」�障
詩人のまど・みちおの生涯を創作ノート、日記、絵画などの資料で紹介します。 開催中～9/17㈪㈷ 一般 ￥500　中高生 ￥200

小学生 ￥100 北九州市立文学館
093（571）1505「まど・みちおのうちゅう」　展示解説� 障

まど・みちおについて、展示資料を紹介しながら学芸員が解説します。 8㈯ 14:00～
14:40

無　料
観覧料が必要

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

多
目
的

ホ
ー
ル

「歌とピアノの奏べ」
歌　酒井京子　　ピアノ　湯田美津子　　 5㈬ 14:00 無　料 水環境館

093（551）3011「バイオリンとピアノの奏べ」
バイオリン　加来洋子　　ピアノ　湯田美津子　　 19㈬ 14:00 無　料

小倉北区船場町1-2　 093（551）3011　 10:00～19:00
「小倉駅」徒歩10分、「西小倉駅」徒歩10分　「勝山橋」徒歩1分、「魚町」徒歩3分　 年末年始水環境館 

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先
新
館
7
階

大
画
廊
・

小
画
廊

黄金逸品展
黄金色に輝く仏像や仏具、純金製美術品・工芸品などを紹介する。 8/31㈮～9/3㈪ 無　料 小倉井筒屋　大画廊・小画廊

093（522）2521

新
館
7
階
大
画
廊

～優しさにつつまれて～　アントワーク・アンリ来日絵画展 5㈬～11㈫ 無　料

小倉井筒屋　大画廊
093（522）2521

斜森博行�ステンドグラス・グラスジュエリー展
アールデコ、キュビズムなどすぐれた生活美学のデザインをステンドグラスに表現。 12㈬～18㈫ 無　料

～新しい風～　中島潔�版画展
郷愁を誘う童画や、儚げな女性画などの版画作品を展示。 19㈬～25㈫ 無　料

～遊牧民の絨毯～　キリム＆ギャッペ
キリム絨毯を中心にトルコ石やガラス工芸品などを紹介。 9/26㈬～10/2㈫ 無　料

　
新
館
7
階
小
画
廊

～世界で活躍する猫の絵描き～　高橋行雄�絵画展
アートとして猫の絵を描いた作品を紹介。 5㈬～11㈫ 無　料

小倉井筒屋　小画廊
093（522）2521

現代人気作家による�魅惑のガラス絵展
現在活躍している作家や物故作家のガラス絵の作品を展示。 12㈬～18㈫ 無　料

～月に魅せられて～　小山内愛美�日本画展
秋田県の自然に魅せられ、生命力をテーマに制作した作品を展示。 19㈬～25㈫ 無　料

日本刀展 9/26㈬～10/2㈫ 無　料

小倉北区船場町1-1　 093（522）3111㈹　 10:00～19:00※各最終日は16:00に閉場
「小倉駅」徒歩7分　 不定休小倉井筒屋 

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

企
画

展
示
室

開館20周年記念�特別企画展「清張オマージュ展」� 障
清張から創作の情熱を得たアーティストによるオマージュ作品を紹介。 7/21㈯～10/31㈬

常設展示観覧料に含む
大人 ￥500　中高生 ￥300

小学生 ￥200 松本清張記念館
093（582）2761二

階
ホ
ー
ル

西日本工業大学とのコラボ企画� 障
大学生のアイデアで松本清張記念館開館20周年を祝います。 9/1㈯～10/31㈬

常設展示観覧料に含む
大人 ￥500　中高生 ￥300

小学生 ￥200

北九州市立松本清張記念館 小倉北区城内2-3　 093（582）2761　 9:30～18:00（入館は閉館の30分前まで）
「西小倉駅」徒歩5分　「小倉城・松本清張記念館前」徒歩1分　 年末
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演劇・舞踊　  音楽　   美術・展示　  映像・その他催し
※8月7日現在の情報です
※催しは内容など変更になる場合がございます

9 月

八幡西区黒崎3-15-3コムシティ7F　 093（642）5555　 10:00～19:00
「黒崎駅」徒歩1分　「黒崎バスセンター」徒歩1分　 9/3、19北九州市立子どもの館 

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先
子
ど
も

ホ
ー
ル

わらべの日　みんなで学ぼう！救命救急教室
北九州市消防音楽隊の演奏や、救急について親子で学び体験できる教室です 9㈰ 13:00～

15:00 無　料 北九州市立子どもの館
093（642）5555

八幡東区西本町1-20-2　 093（661）9130　 10:00～18:00
「八幡駅」徒歩5分　 年末年始北九州市立旧百三十銀行ギャラリー 

イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

古布手作り人展
主催　松家ノ子　（谷口美智子）

7㈮ 12:00～
17:00 無　料 090（2088）2366【谷口】

8㈯ 10:00～
16:00

フリーマーケット
主催　鶴亀塾 9㈰ 11:00～

16:00 無　料 旧百三十銀行ギャラリー
093（661）9130

若松区ひびきの2-5��学術研究都市　 093（695）3691　 10:00～17:00（展覧会開催時のみ）
市営バス「学研都市ひびきの」徒歩3分　 年末年始現代美術センター CCA北九州 

イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先
CCA�20+プロジェクト　ルアンサック・アヌワトウィモン展
オープニングレセプション 29㈯ 14:00～

16:00 無　料 現代美術センターCCA北九州
093（695）3691

八幡東区東田2-2-11　 093（663）5411　 平日9:00～19:00、土・日・祝日17:00まで（入館は閉館30分前まで）
「スペースワールド駅」徒歩5分　「いのちのたび博物館」徒歩3分
月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始　 大型30台、普通300台（有料）　北九州イノベーションギャラリー（産業技術保存継承センター） 

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先
企
画
展
示

ギ
ャ
ラ
リ
ー

夏企画展～机の上のイノベーション～たのしい文房具の世界展
オドロキ先端文房具から、なつかしい文房具も展示します。 7/14㈯～9/30㈰

大人 ￥500
小人（小中学生） ￥250
※小学生未満無料

北九州イノベーションギャラリー
093（663）5411

八幡東区東田2-4-1　 093（681）1011　 9:00～17:00（入館は閉館30分前まで）
「スペースワールド駅」徒歩5分　「いのちのたび博物館」徒歩1分
年末年始、6月下旬頃（約1週間）　 大型30台、普通300台（有料）　北九州市立いのちのたび博物館（自然史・歴史博物館） 

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

企画展「堀切辰一コレクション襤褸　夏の装い～涼しく過ごす知恵と工夫～」� 障
絹や麻の単衣の着物や、木綿の浴衣など、夏の着物を紹介します。 開催中～9/24㈪㉁

要常設展観覧料
大人 ￥500　高大生 ￥300

小中生 ￥200

いのちのたび博物館
093（681）1011

夏の特別展「へんてこモンスター�～海から始まったその軌跡～」
大昔と今の奇妙な形や生態を持つ生物（現生・化石標本）を500点以上展示 開催中～9/24㈪㉁

大人 ￥800　高大生 ￥500
小中生 ￥400

※常設展は別途料金が必要　　
※常設展とのセット券あり

夏の特別展関連イベント「タッチプール」
ヒトデやウニなどの生きた海の生物とふれあうことができます。

2㈰
①11:00
②14:00

要特別展入場料

※ 小学生以下は保護者の参加が必要

9㈰
16㈰

23㈰㈷
夏の特別展関連イベント「ギャラリートーク」
特別展会場で学芸員が奇妙な生きものの不思議を解説します。 8㈯ 14:00 要特別展入場料

※ 小学生以下は保護者の参加が必要

夏の特別展関連イベント「ナイトミュージアム」
照明を落とした夜の博物館を探検しよう！ 15㈯ 18:30

大人 ￥800　高大生 ￥500
小中生 ￥400

※セブンチケットのみ（定員700名）
※小学生以下は保護者の参加が必要

歴史講演会「世界遺産　シリア・パルミラ遺跡の過去と現在」
講師：橿原考古学研究所　技術アドバイザー　西藤清秀氏 8㈯ 13:30 資料代 ￥500

※ 小学生以下は保護者の参加が必要

ジオハイキング「生命の進化をたどるミニ・ジオハイキング」
生命の進化を楽しみながら学び、北九州の大地の素晴らしさを紹介する。 16㈰ 13:30

保険代 ￥50
※対象：小学生以上　
※ 要事前申込（小学生は保護者の参加が必要）

八幡東区桃園3-1-5　 093（671）4566　 9:00～17:00（入館は閉館30分前まで）
「市立児童文化科学館前」徒歩5分　 月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始北九州市立児童文化科学館 

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

屋
上

星の観望の夕べ� 障
プラネタリウム観覧後、夏の星空を望遠鏡で観察します 15㈯ 19:00～

20:30

大人 ￥100　中高生 ￥70
小学生 ￥50

※中学生以下は保護者の参加が必要　
※先着100名、1㈯から電話受付開始 児童文化科学館

093（671）4566
大
集
会
室

サイエンスショー
ドライアイスを使って－80℃の世界 16㈰ 14:00～

14:50 無　料
本
館
・
科
学

館
前
広
場
・

別
館

第45回わくわくサイエンスキッズ2018
身近な科学やものづくりの楽しさを体験・ミニSL体験乗車もあります 30㈰ 10:00～

15:00 無　料

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大
ホ
ー
ル

菅原道真公と若松莚屋天神
講演会 9㈰ 14:00 ￥500

※高校生以下無料
若松に玄関をつくる会
093（771）9218【家次】

北九州市立高須中学校第19回定期演奏会
吹奏楽 23㈰㈷ 14:00 無　料 北九州市立高須中学校

093（741）2310

若松区本町3-13-1　 093（771）8131　 9:00～22:00
「若松駅」徒歩1分　「大橋通り」「若松駅」「若松市民会館前」徒歩2分　 年末年始　 110台（共用）　若松市民会館 
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ジャンルごとに色分けして表記しています

演劇・舞踊　  音楽　   美術・展示　  映像・その他催し
※8月7日現在の情報です
※催しは内容など変更になる場合がございます 障害者手帳減免があります

9 月

八幡西区黒崎3-15-3　 093（641）9360
9:00～22:00　「黒崎駅」徒歩1分　「黒崎IC」約6分　 年末年始八幡西生涯学習総合センター 

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先
コ
ム
シ
テ
ィ
3
階

マ
ー
メ
イ
ド
広
場

北九州JAZZ�BOSSA-NOVA�CLUB　音楽のある街づくり　ミニコンサート
毎月第2土曜日に、ジャズやボサノバ、映画音楽などを演奏するミニコンサートを実施 8㈯ 12:00～

13:00 無　料 北九州JAZZ BOSSA-NOVA CLUB
093（671）0411【石橋】

八幡西区岸の浦2-1-1　 093（621）4566　 9:00～22:00
「黒崎駅」徒歩10分　（筑豊電鉄）「黒崎駅前」徒歩10分　「熊手四ツ角」徒歩1分
北九州都市高速「黒崎IC」5分　 年末年始

黒崎ひびしんホール
（北九州市立黒崎文化ホール）　  

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大
ホ
ー
ル

黒崎96の日　三遊亭歌之介独演会 6㈭ 17:00 ￥1000
※対象：3歳以上　※全席自由

黒崎ひびしんホール
093（621）4566

平成30年度高文連北九州地区音楽会 16㈰ 10:00 無　料 福岡県立ひびき高等学校
093（881）2355【花田】

平成30年度八幡西区シニアふれあいまつり 23㈰㈷ 9:30 無　料 八幡西区シニアクラブ連合会
093（642）1645【原】

第20回三絃九重会三味線演奏会 24㈪㉁ 12:30 無　料 三絃九重会
093（653）3513【山口】

山崎まさよし　BANQUET 30㈰ 18:00 一般 ￥7500
友の会 ￥7000

黒崎ひびしんホール
093（621）4566

中
ホ
ー
ル

Dance�School�♡es♡�Show�time�vol.1 1㈯ 13:30 ￥990 ダンススクールes
080（3950）3462【中村】

合唱の街・北九州　黒崎ひびしんうたごえホール
～みんなで楽しく歌いましょう～ 7㈮ 13:00 ￥500 黒崎ひびしんホール

093（621）4566

いけ花池坊巡回講座 9㈰ 10:00 無　料 いけ花池坊八幡支部
090（2503）1870【広瀬】

第38回新きたきゅう音楽塾�in�黒崎　
Jazz入門塾～クラシック奏者が聞く、Jazzのハテナ？～
山野修作（ジャズギター）・北崎千代佳（コントラバス）

11㈫ 13:00 ￥500 黒崎ひびしんホール
093（621）4566

とよなが音楽教室発表会 17㈪㈷ 13:30 無　料 とよなが音楽教室
093（622）9091

ソプラノリサイタル　～故郷から愛を込めて～
栗原みのり・小谷美佳・眞玉郁碧
宮崎由紀子（ピアニスト）・中川誠宏（テノール）

23㈰㈷ 18:30
一般 ￥2000
学生 ￥1000

※全席自由

La*Prume（ラ・プリューム）
080（1533）6441【栗原】

ヴァイオリン・チェロ独奏演奏会 24㈪㉁ 13:30 無　料 スズキ・メソード北九州
090（6421）0792

戸畑区中本町7-20　 093（882）4281　 9:00～22:00　「戸畑駅」徒歩5分
「戸畑駅」徒歩5分　 月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始戸畑生涯学習センター 

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

多
目
的
室

戸畑区学童理科展
戸畑区の小学生　夏休みの理科作品展 8㈯ 9:00～

17:00 無　料 北九州市立牧山小学校
093（881）3002【石田】

第42回�戸畑区年長者・障害者作品展
区内60歳以上の方の書道・写真・手工芸品などの展示

21㈮～
24㈪㉁

9:00～
17:00 無　料 （福）北九州市戸畑区社会福祉協議会

093（871）3259【今村・小笠原】

八幡西区黒崎1-1-1　 093（643）5111㈹　 10:00～19:30※各最終日は17:00に閉場
「黒崎駅」隣接　 不定休黒崎井筒屋 

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

6
階　
ギ
ャ
ラ
リ
ー

彫金展
アトリエ玻瑠の大野真沙代さんの作品を展示。 8/28㈫～9/2㈰ 無　料

黒崎井筒屋　ギャラリー
093（643）5268

小石神側�文窯　鹿谷敏文�作陶展　ー磁の器たちー 4㈫～9㈰ 無　料

～日本美術界巨匠による木版色紙～　薬師寺「散華」展 11㈫～16㈰ 無　料
～西洋の美～　ヨーロッパアンティーク展
ガラス芸術の至宝と言われるガレやドームの作品を展示 18㈫～23㈰㈷ 無　料

中島光晴　書と柿渋染め展 25㈫～30㈰ 無　料

八幡西区黒崎3-15-3コムシティ3F　 093（644）5206　 9:00～19:00（入館は閉館30分前まで）※企画展により異なる　
「黒崎駅」徒歩1分　 年末年始および館内整理日北九州市立美術館 黒崎市民ギャラリー 

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

全
展
示
室

第37回二元会九州支部展
洋画・日本画・その他

8/27㈪
～9/2㈰

9:30～
17:30

無　料
※8/27㈪は13:00から、9/2㈰は16:00まで

二元会九州支部
090（1926）9205【長柄】

啓心会習作展
書

25㈫～
30㈰

10:00～
17:00 無　料 啓心会

093（922）5622【永松】

第
１
展
示
室

第３回写団光樹会員写真展
写真 3㈪～9㈰ 9:00～

17:00
無　料

※3㈪は13:00から
写団光樹

093（741）5931【吉浦】
第30回九州千歳会刻字展
書

10㈪～
16㈰

9:00～
17:00

無　料
※10㈪は13:00から、16㈰は16:00まで

九州千歳会
093（471）1701【南屋】

八幡西区年長者作品展
洋画・日本画・彫刻・工芸・書・写真・その他

18㈫～
22㈯

9:00～
17:00

無　料
※18㈫は13:00から、20㈭は19:00まで

北九州市八幡西区社会福祉協議会
093（642）5035【陣内】

第
２
展
示
室

タヴォロッツェクラブ絵画展
洋画・その他 3㈪～9㈰ 10:00～

17:00
無　料

※3㈪は12:00から、9㈰は16:00まで
タヴォロッツェ絵画クラブ

093（641）1310【齊藤】
きらく会第24回作品展
洋画

10㈪～
16㈰

9:00～
17:00

無　料
※10㈪は11:00から、16㈰は16:00まで

きらく会
093（622）1247【黒岩】

アトリエ画遊展
洋画

17㈪㈷～
23㈰㈷

10:00～
17:00

無　料
※17㈪㈷は13:00から、23㈰㈷は15:00まで

アトリエ画遊
093（701）0479【都留】
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2018年
9月号表紙
旧松本家住宅

（公財）北九州市芸術文化振興財団
Kitakyushu City Foundation for Promoting Arts and Culture

旧松本家住宅　
国指定重要文化財

（戸畑区）〈画：西川幸夫〉

Culture&Cultivate

かるかるCulCul
特集

北九州芸術劇場
演劇｜演劇の街は、いま

文芸｜清張アラカルト
美術｜美術館へ行こう ！

漫画｜漫画と北九州
埋蔵文化財｜遺跡からのメッセージ

音楽｜いろはにぴあの
CulCul かるかるニュース

北九州かるかるファンドへの寄付金を募集

9
September

2018

Vol.65

北九州市の芸術文化情報マガジン

8月1日（水）午前12時までにご返却お願い申し上げます。
お忙しいところ大変恐縮ですが、よろしくお願いいたします。

CulCul の主な設置場所
各区役所・出張所、市内JR駅、市民会館、
市民センター、生涯学習センター、図書館、
北九州空港、男女共同参画センター・ム
ーブ、井筒屋、モノレール駅、レインボー
プラザ、北九州芸術劇場プレイガイド・
インフォメーション、響ホールなど

かるかるCulCul
Culture&Cultivate

北九州市文化芸術メディアサイト

CulCul・かるかる
ウェブで情報発信中！

http://www.kitakyushu-culcul.jp

●主なコンテンツ
・『CulCul・かるかる』最新号の記事
・イベント情報
・イベントカレンダー
・文化施設案内
・かるかるバックナンバー
・関連リンク　ほかスマホ・パソコンから

9 2018.Septemberかるかる

9 月

■�北九州市立美術館アネックス休館のお知らせ
　北九州市立美術館アネックスは平成30年3月まで休館しています。

戸畑区西鞘ヶ谷町21-1　 093（882）7777　 9:30～17:30（入館は閉館30分前まで）　
「美術館口」徒歩10分、「七条」「美術館口」より無料シャトルバス運行　 210台　
月曜日（祝日・振替休日の場合翌日休館）、年末年始�北九州市立美術館本館 

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先
企
画
展
示
室

没後80年　青柳喜兵衛とその時代� 障
大正末から昭和初期にかけて活躍した洋画家･青柳喜兵衛。油彩画をはじめ文
士たちとの交流から生まれた装丁、挿絵や親交のあった作家たちを紹介。

9/15㈯～11/11㈰
一般 ￥1100　高大生 ￥600

小中生 ￥400
※前売り及び20名以上の団体料金
　一般￥900　高大生￥400　小中生￥300

北九州市立美術館
093（882）7777

コ
レ
ク
シ
ョ
ン

展
示
室

コレクション展Ⅱ　特集　アメリカで活躍したアーティストたち�1960's-80's� 障
1960年代から80年代にかけてアメリカを拠点に活躍した作家に焦点をあて、
戦後アメリカ美術の動向を展望する。一部写真撮影可。

開催中～12/16㈰
一般 ￥150　高大生 ￥100

小中生 ￥ 50
※20名以上の団体料金
　一般￥120　高大生￥80　小中生￥40

ア
ネ
ッ
ク
ス

レ
ク
チ
ャ
ー

ル
ー
ム

講演会1「青柳喜兵衛とその時代」
講師：西村勇晴（北九州市立美術館 館長） 16㈰ 14:00

13:30開場 無　料

ア
ネ
ッ
ク
ス

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

第15回小品公募　秋の北九州水彩展
洋画

4㈫～
9㈰

9:30～
17:00 無　料 北九州水彩画会

093（551）6351【塚本】
第33回日本の海洋画展
洋画・日本画 11㈫～17㈪㈷ 無　料 （一財）全日本海員福祉センター

03（3475）5391【飯田】
小さいペン画・古賀矢真人展
その他 19㈬～24㈪㉁ 無　料

※24㈪㉁は16:00まで
080（6408）7656【古賀】

第19回全国水墨研究会合同展
水墨画 26㈬～30㈰ 無　料

※30㈰は15:00まで
全国水墨研究会

093（871）0220【岡村】
戸畑区汐井町1-6　 093（871）7200　 9:00～22:00
「戸畑駅」徒歩1分　「戸畑駅」徒歩1分　 年末年始戸畑市民会館（ウェルとばた内） 

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大
ホ
ー
ル

2018JEUGIAカルチャーセンター発表会�IN�北九州
受講生による音楽・ダンスの発表会です 2㈰ 13:00 無　料 十字屋Culture株式会社

093（663）6383

中丸三千繪ソプラノ・リサイタル
「私のお父さん」ほかオペラのアリアや、「宵待草」はじめ日本の歌曲など 9㈰ 15:00

Ｓ席 ￥5800　Ａ席 ￥4800
Ｕ25Ａ席 ￥2000

※対象：小学生以上
※ Ｕ25Ａ席は学生問わず25歳以下

要証明、労音事務局のみ取り扱い

北九州労音
093（571）0227

第69回�戸畑吟詠剣詩舞大会 15㈯ 9:30 無　料 戸畑区文化団体連合会
093（882）2909【北島】

邦舞の会（戸畑区日本舞踊協会）
清元・卯の花　常磐津・松島　長唄・般揃　清元・北州　長唄・山の四季　など 16㈰ 13:00 ￥2000 戸畑区日本舞踊協会

093（871）1467【藤間】

響ホール室内合奏団　第32回�定期演奏会《創立20周年》
～仲道郁代と弦楽の豊潤な響き～ 24㈪㉁ 15:00

指定席（1階全席） ￥4000
自由席（2階全席） ￥3000

学生 ￥1000
※当日￥500増

響ホール室内合奏団
093（647）0565

大谷中学校�吹奏楽部�定期演奏会 29㈯ 17:00 無　料
※整理券有

北九州市立大谷中学校
093（881）5767【橋内】

チアリーディング北九州�DOLPHINS�&�チアダンス北九州MICKEY�公演会 30㈰ 14:00 無　料 福岡文化振興協会
093（332）5574【後藤】

中
ホ
ー
ル

第5回歌曲の会�コンサート
珠玉の歌に想いをのせて 1㈯ 14:00 ￥2000

※前売のみ　※未就学児は親子席あり
歌曲の会

090（2852）0130【松森】
Afternoon�Concert
曲目　ヴェルディ作曲「椿姫」のアリア、越谷達之助作曲「初恋」など 2㈰ 14:00 ￥2000

※当日￥500増
ラ・ヴォーチェ

093（472）6668【岡田】

第10回�3つの音色で奏でる「木村りえ・木村りさピアノコンサート」 8㈯ 13:30 一般 ￥2000　学生 ￥1000
※当日各￥500増

Rie・Risa企画
090（3733）6095【木村】

神崎正子　青木つくし　Joint�Concert
ドイツ・日本歌曲のソプラノ、ピアノトリオとピアノソロの演奏会です 9㈰ 14:00 一般 ￥2000　高校生以下 ￥1000 ジョイントコンサート実行委員会

093（592）2392【神崎】

TriomeT�revival! 14㈮ 19:00 ￥3000
※当日￥500増

Bi・Yuプラン
090（5745）3207

全日本歌楽互恵審査協会　西日本大会 16㈰ 10:00 無　料 ジャパック全日本歌楽互恵審査協会
093（791）0172【小田】

リトル・コンサート 24㈪㉁ 12:30 無　料 ジュニア・アンサンブル
093（962）5320【松本】

交
流
プ
ラ
ザ

ウェルカムコンサート
出演：パーカッション　パフォーマンス　アンサンブル「CiLi」（チリ） 13㈭ 12:20 無　料 ウェルとばた総合案内

093（871）7200
2018北九州国際音楽祭市民企画事業「街かどコンサート」 30㈰ 11:00 無　料  北九州国際音楽祭市民企画委員会事務局

090（7398）5376【村上】

8月1日（水）までにご返却お願い申し上げます。
お忙しいところ大変恐縮ですが、よろしくお願いいたします。
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8月7日（火）15時までにご返却お願い申し上げます。
お忙しいところ大変恐縮ですが、よろしくお願いいたします。

※催しは内容など変更になる場合がございますので、必ず各問合せ先または各施設にお問い合わせください

北
九
州
か
る
か
る
フ
ァ
ン
ド
へ
の

寄
付
金
を
募
集

　
本
市
で
は
、
市
民
と
一
体
と
な
っ

て
文
化
活
動
を
展
開
し
て
い
く
た
め

に
「
北
九
州
市
文
化
振
興
基
金
（
北

九
州
か
る
か
る
フ
ァ
ン
ド
）
」
へ
の

寄
付
金
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
集
ま

っ
た
寄
付
金
は
、
文
化
芸
術
に
接
す

る
機
会
の
拡
大
や
文
化
活
動
支
援
な

ど
に
つ
な
が
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に

幅
広
く
活
用
し
ま
す
。

【
特
典
】

　
５
０
０
０
円
以
上
の
寄
付
を
し
た

人
に
は
、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
・
作

家
の
リ
リ
ー
・
フ
ラ
ン
キ
ー
さ
ん
が

描
き
下
ろ
し
た
イ
ラ
ス
ト
入
り
の
カ

ー
ド
を
発
行
し
ま
す
。
文
化
施
設
の

窓
口
で
カ
ー
ド
を
提
示
す
る
と
、
常

設
展
（
各
施
設
１
回
限
り
）
と
開
催

中
の
特
別
展
（
希
望
す
る
１
施
設
１

回
限
り
）
に
二
人
ま
で
無
料
で
入
場

で
き
ま
す
。
１
万
円
以
上
の
寄
付
を

し
た
方
に
は
、
市
立
文
化
施
設
オ
リ

ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
を
お
届
け
し
ま
す
。

　
ま
た
、
寄
付
金
の
２
０
０
０
円
を

超
え
る
金
額
（
個
人
住
民
税
所
得
割

の
2
割
程
度
が
上
限
）
は
、
手
続
き

を
す
る
と
住
民
税
や
所
得
税
の
控
除

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

【
対
象
と
な
る
文
化
施
設
】

　
い
の
ち
の
た
び
博
物
館
（
八
幡
東

区
東
田
）
、
美
術
館
本
館
（
戸
畑
区

西
鞘
ヶ
谷
町
）
、
美
術
館
分
館
（
リ

バ
ー
ウ
ォ
ー
ク
北
九
州
５
階
、
特
別

展
の
み
）
、
松
本
清
張
記
念
館
、
文

学
館
（
い
ず
れ
も
小
倉
北
区
城
内
）
、

漫
画
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
小
倉
駅
北
側
、

あ
る
あ
る
Ｃ
ｉ
ｔ
ｙ
５
・
６
階
）
、

長
崎
街
道
木
屋
瀬
宿
記
念
館
（
八
幡

西
区
木
屋
瀬
）
。

　
申
し
込
み
は
〝
払
込
取
扱
票
〟
が

付
い
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
各
区
役
所

総
務
企
画
課
な
ど
で
配
布
中
。
詳
細

は
市
民
文
化
ス
ポ
ー
ツ
局
文
化
企
画

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。お問合せ　市民文化スポーツ局文化企画課　093（582）2391

　
企
業
間
の
Ｍ
＆
Ａ
（
合
併・買
収
）

の
ニ
ュ
ー
ス
を
頻
繁
に
目
に
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。
後
継
者
不
足
や
弱
点

を
補
う
た
め
に
は
良
い
シ
ス
テ
ム
だ
。

　
日
本
の
ピ
ア
ノ
教
室
は
ほ
と
ん
ど

が
個
人
経
営
で
、
一
部
の
例
外
を
除

い
て
は
、『
華
々
し
く
事
業
が
展
開
さ

れ
て
成
功
し
て
い
る
業
界
』
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
か
ら
は
ほ
ど
遠
い
。
そ
の

た
め
、
特
に
男
の
子
が
「
音
楽
の
道

に
進
み
た
い
」
と
な
る
と
必
ず
、「
そ

れ
で
食
べ
て
い
け
る
の
か
、
将
来
生

活
し
て
い
け
る
の
か
」
と
い
う
話
に

な
っ
て
し
ま
う
。
ピ
ア
ノ
が
優
秀
な

子
ほ
ど
、
他
の
こ
と
も
優
秀
な
こ
と

が
多
く
、
自お

の

ず
と
他
の
道
へ
舵か

じ

を
切

る
こ
と
に
な
る
。
そ
う
な
る
と
、「
将

来
の
ピ
ア
ノ
教
育
は
一
体
ど
う
な

る
」
と
と
て
も
心
配
に
な
っ
て
く
る
。

　
ピ
ア
ノ
教
育
を
『
子
ど
も
の
習
い

事
』
と
い
う
大
き
な
枠
組
み
で
捉
え
、

学
習
塾
、
ス
ポ
ー
ツ
、
学
童
保
育
な

ど
の
異
分
野
と
協
働
し
て
い
く
方
法

は
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
「
受

験
期
に
な
る
と
、
み
ん
な
塾
が
忙
し

く
な
っ
て
ピ
ア
ノ
や
め
て
い
く
の
で

す
よ
ね
」
と
い
う
声
を
よ
く
聞
く
。

な
ら
ば
、
業
界
自
体
が
一
つ
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
ら
良
い
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
何
か
の
た
め
に
ど
れ
か
を

諦
め
る
と
い
う
こ
と
な
く
、
古
代
の

ギ
リ
シ
ャ
・
ア
カ
デ
ミ
ア
の
よ
う
な

学
堂
で
多
角
的
に
交
流
・
運
営
で
き

れ
ば
。

　
教
育
関
係
者
も
、
各お

の

々お
の

の
得
意
を

生
か
し
て
異
分
野
と
手
を
結
べ
た
ら
、

な
に
か
新
し
い
発
想
が
生
ま
れ
る
の

で
は
な
い
か
、
異
端
児
と
言
わ
れ
そ

う
な
こ
と
を
考
え
る
日
々
で
あ
る
。

ピ
ア
ノ
教
育
の
未
来
を
考
え
る

■
市
制
55
周
年
記
念
　
オ
ペ
ラ
公
演

「
ラ
ン
メ
ル
モ
ー
ル
の
ル
チ
ア
」

９
月
29
日
（
土
）
・
30
日
（
日
）
午

後
２
時
開
場
、
同
３
時
開
演
。
北
九

州
芸
術
劇
場
大
ホ
ー
ル
（
小
倉
北
区

室
町
／
リ
バ
ー
ウ
ォ
ー
ク
北
九
州
６

Ｆ
）。
指
揮
ロ
ベ
ル
ト・ジ
ャ
ノ
ー
ラ
、

演
出
カ
ル
ロ
・
ア
ン
ト
ニ
オ
・
デ
・

ル
チ
ア
。
出
演
マ
リ
ア
・
マ
ッ
ザ
ー

ラ
、
白
川
深
雪
ほ
か
。
全
席
指
定
。

入
場
料
、
プ
レ
ミ
ア
ム
席
１
万
５
０

０
０
円
、
Ｓ
席
１
万
円
、
Ａ
席
８
０

０
０
円
、
Ｂ
席
６
０
０
０
円
、
Ｃ
席

４
０
０
０
円
、
学
生
３
０
０
０
円
。

同
29
日
公
演
に
小
中
高
生
と
保
護
者

の
ペ
ア
55
組
を
招
待
。
往
復
は
が
き

（
１
枚
に
つ
き
１
組
ま
で
）
に
申
込

者
全
員
の
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
・
学
年
、
電
話
番
号
を
明
記
し

申
し
込
み
。
同
10
日
消
印
有
効
。
抽

選
の
場
合
あ
り
。
〒
８
０
２
－
０
０

４
４
小
倉
北
区
熊
本
３
の
５
の
13

北
九
州
シ
テ
ィ
オ
ペ
ラ
事
務
局

０
８
０
（
１
７
６
５
）
３
４
７
８

『ランメルモールのルチア』
チラシ

■
ビ
バ
！
　
オ
ル
ガ
ン
　

９
月
17
日
（
月
・
祝
）
午
後
２
時
30

分
開
場
、
同
３
時
開
演
。
北
九
州
ソ

レ
イ
ユ
ホ
ー
ル（
小
倉
北
区
大
手
町
）。

出
演
は
オ
ル
ガ
ン
室
住
素
子
、
バ
イ

オ
リ
ン
上
野
美
科
、
オ
ー
ボ
エ
脇
岡

総
一
、
福
岡
教
育
大
学
混
声
合
唱
団
。

予
定
曲
目
は
バ
ッ
ハ
「
ト
ッ
カ
ー
タ

と
フ
ー
ガ
」
、
ヘ
ル
テ
ル
「
オ
ル
ガ

ン
と
オ
ー
ボ
エ
の
た
め
の
パ
ル
テ
ィ

ー
タ
第
３
番
」
、
ビ
タ
リ
ー
「
シ
ャ

コ
ン
ヌ
」
ほ
か
。
全
席
指
定
。
入
場

料
、
大
人
１
０
０
０
円
、
学
生
５
０

０
円
。
未
就
学
児
入
場
不
可
。
パ
イ

プ
オ
ル
ガ
ン
の
音
色
を
お
楽
し
み
に
。

北
九
州
ソ
レ
イ
ユ
ホ
ー
ル

０
９
３
（
５
９
２
）
５
４
０
５

　
情
報
コ
ー
ナ
ー

『ビバ！　オルガン』チラシ
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煉れ

ん

瓦が

は
、
幕
末
か
ら
明
治
時
代
に

か
け
て
日
本
が
近
代
化
を
推
し
進
め

る
中
で
導
入
し
た
資
材
で
、
最
も
初

期
に
は
日
本
人
の
手
に
よ
っ
て
反
射

炉
築
造
の
た
め
の
耐
火
煉
瓦
が
焼
か

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
一
般
的
に
見

ら
れ
る
赤
煉
瓦
が
、
「
お
雇
い
外
国

人
」
と
呼
ば
れ
る
人
々
に
よ
っ
て
製

造
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
し

て
明
治
時
代
の
中
頃
か
ら
日
本
各
地

（
特
に
関
西
・
関
東
）
で
煉
瓦
工
場

が
建
設
さ
れ
、
明
治
か
ら
大
正
時
代

に
大
量
生
産
さ
れ
、
一
大
建
築
資
材

と
し
て
君
臨
し
ま
す
。１
９
２
３（
大

正
12
）
年
の
関
東
大
震
災
後
、
煉
瓦

の
耐
震
性
の
問
題
か
ら
徐
々
に
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
そ
の
覇
権
を
奪
わ

れ
て
い
き
、
使
用
さ
れ
な
く
な
り
ま

す
。

　
現
在
、
北
九
州
市
で
は
明
治
時
代

に
煉
瓦
を
製
造
し
て
い
た
工
場
は
確

ノスタルジック煉瓦

認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
北

九
州
市
内
に
存
在
す
る
明
治
時
代
の

煉
瓦
遺
構
に
使
用
さ
れ
て
い
る
煉
瓦

は
、
関
西
方
面
な
ど
か
ら
買
い
付
け

た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
明
治
時
代
の
煉
瓦
の
中
に

は
、
「
刻
印
」
と
呼
ば
れ
る
記
号
が

打
た
れ
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
煉
瓦
を
製
造
し
た
会
社
が
自

社
の
製
品
を
示
す
た
め
に
打
っ
て
い

る
マ
ー
ク
で
、
煉
瓦
遺
構
を
丹
念
に

観
察
す
る
と
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
（
写
真
１
）
。

　
明
治
時
代
前
半
以
降
、
北
九
州
市

域
に
は
小
倉
城
下
町
周
辺
や
門
司
地

域
を
中
心
に
数
多
く
の
煉
瓦
構
造
物

が
建
造
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
そ
の
中

で
も
１
８
７
５
（
明
治
８
）
年
頃
か

ら
小
倉
城
内
に
建
造
さ
れ
た
陸
軍
施

設
や
、
明
治
20
年
代
に
建
造
さ
れ
た

九
州
鉄
道
の
橋
脚
群
（
写
真
２
）
、

日
清
・
日
露
戦
争
に
向
け
て
建
造
さ

れ
た
下
関
要よ

う

塞さ
い

（
写
真
３
）
な
ど
の

一
部
は
、
市
指
定
文
化
財
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
九
州
鉄
道
の
煉
瓦
橋
脚
は
現
在
も

北
九
州
市
内
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
残

っ
て
お
り
、
一
部
は
上
の
線
路
部
分

が
道
路
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
で

も
そ
の
上
を
電
車
が
走
っ
て
い
る
も

の
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
下
関
要
塞

も
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
当
時
の
ま
ま
現

存
し
て
お
り
、
ひ
っ
そ
り
と
山
の
中

に
た
た
ず
ん
で
い
ま
す
。
鉄
道
関
係

の
遺
構
は
、
残
念
な
が
ら
再
開
発
な

ど
に
よ
っ
て
年
々
姿
を
消
し
つ
つ
あ

り
ま
す
。

　
今
年
は
明
治
維
新
か
ら
ち
ょ
う
ど

１
５
０
年
で
す
が
、
歳
月
を
経
て
も

明
治
時
代
は
私
た
ち
の
周
囲
に
息
づ

い
て
い
ま
す
。
門
司
港
の
赤
煉
瓦
建

物
を
見
る
と
き
に
感
じ
る
「
ノ
ス
タ

写真３　下関要塞　高蔵山堡塁（ほるい）

写真１　煉瓦に打たれている刻印　手向山砲台

写真２　九州鉄道　茶屋町橋梁（きょうりょう）

ル
ジ
ア
」
は
、
明
治
時
代
の
感
覚
と

イ
メ
ー
ジ
が
私
た
ち
の
中
に
残
っ
て

い
る
証
拠
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
時
代
が
、
世
代
が
変
わ
っ
て
も
、

そ
こ
に
は
職
人
の
汗
が
、
た
く
さ
ん

の
人
々
の
歴
史
が
、
そ
の
場
所
に
刻

ま
れ
て
い
ま
す
。
歴
史
は
繋つ

な

が
っ
て

い
て
、
今
、
私
た
ち
は
そ
の
先
端
に

い
る
の
で
す
。
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
の
住

ん
で
い
る
付
近
を
探
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。

　
皆
さ
ん
の
目
の
前
に
見
え
る
景
色

が
、
こ
の
拙
い
文
章
を
読
ん
だ
後
に

ほ
ん
の
少
し
だ
け
鮮
や
か
に
な
る
こ

と
を
願
っ
て
。

参
考
文
献

水
野
信
太
郎　

１
９
９
９
年『
日
本
煉
瓦
史
の
研
究
』　

法
政
大
学
出
版
局

【
こ
の
コ
ー
ナ
ー
の
次
回
掲
載
予
定
は
11
月
号
で
す
】

〈埋蔵文化財の展示案内〉
・北九州市立埋蔵文化財センター〈小倉北区金田1の1の3 093(582)0941〉
  北九州市を掘る(90) 「弥生から中世の村と祭祀 ―祇園町遺跡第12地点の調査から―」
  小倉南区祇園町遺跡から出土した弥生時代から中世にかけての土器、陶磁器、
また井戸や柱穴から出土した祭祀遺物など50点を展示・ 常設展もあり  

  【入館料】無料　 【開催期間】8月21日（火）～11月18日（日）まで
  【開館時間】午前9時～午後5時（入館は午後4時30分まで）
  ※毎週月曜日（休日の場合はその翌日）休館

・黒崎歴史ふれあい館〈八幡西区黒崎3の15の3黒崎駅横コムシティ1F〉 
  常設展開催中/ 『城下町から宿場町へ～出土品が語る黒崎の歴史と文化～』 

  『シュガーロード・発掘物語』
  【入館料】無料　 【開館時間】午前9時～午後5時(入館は午後4時30分まで)
  ※年中無休

hiroba
埋蔵 文化財 遺跡からのメッセージ

（公財）北九州市芸術文化振興財団
埋蔵文化財調査室　学芸員

安 部 和 城  Kazuki Abe

8月9日（木）までにご返却お願い申し上げます。
お忙しいところ大変恐縮ですが、よろしくお願いいたします。



「秒速５センチメートル」
Ⓒ Makoto Shinkai / CoMix Wave Films

「雲のむこう、約束の場所」
Ⓒ Makoto Shinkai / CoMix Wave Films

「君の名は。」
Ⓒ 2016「君の名は。」製作委員会
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北
九
州
市
漫
画
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で

は
、
大
ヒ
ッ
ト
し
た
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ

ン
映
画
「
君
の
名
は
。
」
の
新
海
誠

監
督
の
、
15
年
余
り
の
歩
み
を
た
ど

る
展
覧
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
核

と
な
る
六
つ
の
新
海
作
品
を
、
ア
ニ

メ
ー
シ
ョ
ン
制
作
の
過
程
か
ら
生
み

出
さ
れ
た
資
料
と
と
も
に
振
り
返
り

ま
す
。
今
回
は
そ
の
見
ど
こ
ろ
を
い

く
つ
か
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
新
海
監
督
が
商
業
デ
ビ
ュ
ー
し
た

の
は
２
０
０
２
年
の「
ほ
し
の
こ
え
」

に
お
い
て
で
し
た
。
脚
本
や
作
画
、

美
術
背
景
な
ど
密
接
に
絡
み
合
い
な

が
ら
、
通
常
は
多
く
の
制
作
者
で
分

業
す
る
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
工
程
を

ほ
ぼ
一
人
で
行
い
、
高
い
完
成
度
で

観
客
を
驚
か
せ
ま
し
た
。
「
ほ
し
の

こ
え
」
の
章
で
は
監
督
自
身
に
よ
る

原
画
や
美
術
背
景
、
監
督
が
使
用
し

て
い
た
パ
ソ
コ
ン
を
展
示
し
つ
つ
、

当
時
の
衝
撃
を
伝
え
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
作
品
に
は「
男
女
の
切
な
い
恋
」

や
時
空
を
超
え
る
「
す
れ
違
い
」
が

描
か
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
こ

の
後
の
新
海
作
品
に
も
現
れ
る
テ
ー

マ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
04
年
に
Ｓ
Ｆ
を
盛
り
込
ん
だ
「
雲

の
む
こ
う
、
約
束
の
場
所
」
を
発
表

し
た
３
年
後
制
作
さ
れ
た
の
が
「
秒

速
５
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
」
で
す
。
現

代
を
舞
台
に
し
た
三
つ
の
短
編
か
ら

な
り
、
山
崎
ま
さ
よ
し
が
歌
う
主
題

歌
「O
ne�m

ore�tim
e,�O

ne�
m
ore�chance

」
が
印
象
的
に
映
像

と
一
体
感
を
な
す
物
語
で
す
。
こ
の

作
品
で
は
原
画
自
体
の
柔
ら
か
い
鉛

筆
線
を
全
面
的
に
生
か
す
た
め
、
フ

ォ
ト
シ
ョ
ッ
プ
（Photoshop

）
と

い
う
画
像
編
集
ソ
フ
ト
を
使
い
、
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
の
作
画
約
１
万
枚
を
１

枚
ず
つ
手
作
業
で
彩
色
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
料
理
が
素
材
や
調
味
料
の
組

み
合
わ
せ
の
妙
で
う
ま
み
の
重
な
り

を
つ
く
る
よ
う
に
、
フ
ォ
ト
シ
ョ
ッ

プ
で
絵
を
つ
く
る
場
合「
レ
イ
ヤ
ー
」

と
呼
ば
れ
る
積
み
重
ね
ら
れ
た
透
明

シ
ー
ト
の
よ
う
な
も
の
の
上
で
、
色

や
線
等
を
調
整
す
る
作
業
を
地
道
に

重
ね
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
作

品
で
は
制
作
に
携
わ
る
ス
タ
ッ
フ
も

増
え
て
い
ま
し
た
が
、
素
晴
ら
し
い

映
像
の
裏
側
に
は
膨
大
な
作
業
量
が

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
13
年
に
公
開
さ
れ
た
中
編
「
言
の

葉
の
庭
」
は
監
督
に
と
っ
て
当
時
一

番
手
ご
た
え
が
あ
っ
た
と
い
う
作
品

に
な
り
ま
し
た
。
「
雲
の
む
こ
う
、

約
束
の
場
所
」
で
見
ら
れ
た
よ
う
な
、

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
心
象
を
表
す
か
の

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
制
作
の
舞
台
裏

よ
う
な
空
や
雲
、
登
場
人
物
の
陰
影

の
あ
る
た
た
ず
ま
い
な
ど
の
生
ま
れ

る
過
程
を
、
展
示
で
は
作
画
資
料
や

映
像
で
探
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
作
品

を
経
て
16
年
に
き
わ
め
て
完
成
度
の

高
い
「
君
の
名
は
。
」
が
つ
く
ら
れ

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
新
海
監
督
の
軌
跡
を
振
り
返
る
展

覧
会
は
９
月
24
日
ま
で
の
開
催
で
す
。

作
品
づ
く
り
の
舞
台
裏
を
垣
間
見
る

貴
重
な
資
料
が
め
じ
ろ
押
し
で
す
。

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Information

hiroba
漫画

漫画と北九州
北九州市漫画ミュージアム　学芸員

柴 田 沙 良  Sara  Shibata

【会場】
北九州市漫画ミュージアム　5F企画展示室

【入館料】
一般1000円　中高生500円　小学生250円　
小学生未満無料
※特別展のためこども文化パスポートの対象外

【会期】7月21日（土）～9月24日（月・休）
【開館時間】
午前11時～午後8時
8月1日（水）～同31日（金）

午前11時～午後7時
9月1日（土）～同24日（月・休）
※入館は閉館の30分前まで

【休館日】毎週火曜日
※夏休み期間は無休（7月21日～8月31日）
詳細は北九州市漫画ミュージアムのホーム
ページをご覧ください
http://www.ktqmm.jp

【お問合せ】
北九州市漫画ミュージアム　093(512)5077

『新海誠展　―「ほしのこえ」から「君の名は。」まで―』

8月1日（水）午前12時までにご返却お願い申し上げます。
お忙しいところ大変恐縮ですが、よろしくお願いいたします。
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戦
後
の
ア
メ
リ
カ
現
代
美
術

　
美
術
館
本
館
で
は
、
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
展
Ⅱ「
特
集�

ア
メ
リ
カ
で
活
躍
し

た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち1960’s- 80’s

」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
第
２
次
世
界
大
戦
後
、
美
術
の
中

心
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
ア
メ
リ
カ
へ

と
移
り
、
そ
れ
ま
で
に
な
い
多
種
多

様
な
表
現
や
、
美
術
の
潮
流
が
生
ま

れ
ま
し
た
。
40
年
代
前
半
か
ら
50
年

代
に
か
け
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
中
心

に
誕
生
し
た
「
抽
象
表
現
主
義
」
を

は
じ
め
、
60
年
代
に
入
る
と
、
色
彩

や
形
態
を
極
限
に
ま
で
追
求
し
た

「
ミ
ニ
マ
ル
・
ア
ー
ト
」
や
、
雑
誌

や
マ
ン
ガ
、
広
告
と
い
っ
た
大
量
消

費
社
会
・
情
報
化
社
会
を
主
題
に
し

た
「
ポ
ッ
プ
・
ア
ー
ト
」
が
登
場
し

世
界
の
ア
ー
ト
シ
ー
ン
を
牽け

ん

引い
ん

し
ま

し
た
。

　
ま
た
70
年
代
後
半
に
は
、
ア
メ
リ

カ
、
イ
タ
リ
ア
や
ド
イ
ツ
と
各
国
で

「
ニ
ュ
ー
・
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
（
新

表
現
主
義
）
」
と
呼
ば
れ
る
新
た
な

絵
画
の
傾
向
が
は
じ
ま
り
ま
す
。
今

回
、
展
覧
会
ポ
ス
タ
ー
の
メ
イ
ン
ビ

ジ
ュ
ア
ル
と
し
て
紹
介
し
て
い
る
ジ

ュ
リ
ア
ン
・
シ
ュ
ナ
ー
ベ
ル
は
、
こ

の
「
ニ
ュ
ー
・
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
」

を
代
表
す
る
作
家
の
一
人
で
す
。
シ

ュ
ナ
ー
ベ
ル
は
巨
大
な
パ
ネ
ル
に
砕

い
た
皿
を
貼
り
付
け
、
そ
の
上
に
日

常
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
重
ね
合
わ
せ
る

手
法
で
注
目
を
集
め
ま
し
た
。
シ
ュ

ナ
ー
ベ
ル
ら
「
ニ
ュ
ー
・
ペ
イ
ン
テ

ィ
ン
グ
」
の
絵
画
は
、
日
本
で
も
雑

誌
な
ど
で
特
集
が
組
ま
れ
た
り
、
当

館
で
も
84
年
に
「
新
し
い
世
界
の
美

術
展
」
と
題
し
た
企
画
展
で
紹
介
さ

れ
て
い
た
り
と
、
当
時
、
新
し
い
現

代
美
術
の
波
と
し
て
日
本
に
も
そ
の

一
大
ブ
ー
ム
が
押
し
寄
せ
て
い
た
こ

と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　
本
展
覧
会
で
は
、
当
館
の
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
作
品
を
通
し
て
、
60
年
代
か

ら
80
年
代
に
か
け
て
の
ア
メ
リ
カ
美

術
の
動
向
を
展
望
す
る
と
と
も
に
、

ア
メ
リ
カ
を
拠
点
に
活
躍
し
た
草
間

彌
生
、
荒
川
修
作
、
篠
原
有
司
男
ら

日
本
人
作
家
を
紹
介
し
ま
す
。

ゲ
ス
ト
展
示
―
東
島
毅

　
そ
の
ほ
か
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
示

室
に
は
特
設
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
ゲ

ス
ト
出
品
と
し
て
「guest�room

�
003　

東
島
毅
―D

ual

」
展
を
同
時

開
催
し
ま
す
。
東
島
毅
は
、
１
９
６

０
年
に
佐
賀
県
武
雄
市
に
生
ま
れ
、

88
年
に
ロ
ン
ド
ン
へ
と
渡
り
、
英
国

王
立
芸
術
大
学
院
大
学
（
ロ
イ
ヤ
ル

・
カ
レ
ッ
ジ
・
オ
ブ
・
ア
ー
ト
）
で

絵
画
を
学
び
ま
し
た
。
90
年
に
は
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
中
心
に
制
作
活
動

を
続
け
ま
す
。
ま
た
、
滞
米
中
の
96

年
に
は
「
Ｖ
Ｏ
Ｃ
Ａ
賞
」
や
「
五
島

記
念
文
化
賞
美
術
部
門
新
人
賞
」
を

受
賞
。
97
年
に
帰
国
後
も
活
躍
を
続

け
、
日
本
を
代
表
す
る
抽
象
表
現
主

義
の
画
家
と
し
て
高
い
評
価
を
受
け

て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
国
立
国
際

美
術
館
（
２
０
０
０
年
）
や
、
岡
山

コレクション展Ⅱ　
特集 アメリカで活躍した

アーティストたち　
1960’s-80’s

Event
〈 学芸員によるギャラリートーク〉
【日時】10月21日（日）、12月9日（日）
午後２時から

【会場】展覧会場内
※ 申し込み不要、ただし本展観覧料が必

要です

〈ゲスト展示〉 
guest room003 東島毅－Dual

【会場】 北九州市立美術館本館 
コレクション展示室

【会期】8月11日（土・祝）～12月16日（日）

桑山忠明《無題（黒）》1961年　
当館蔵

草間彌生《南瓜》1981年　
当館蔵

東島毅アトリエ　2018年撮影
荒川修作《意味のメカニズムから

（A＋B＝C）》1972年[前期展示]
Ⓒ2016 Estate of Madeline 
Gins. Reproduced with 
permission of the Estate of 
Madeline Gins.

Information

【会場】 北九州市立美術館本館 
コレクション展示室

【会期】8月11日（土・祝）～12月16日（日）
※前期・後期で作品の展示替えをします
※一部、展示作品の写真撮影が可能です
前期：８月11日（土・祝）～10月14日（日）
後期：10月16日（火）～12月16日（日）

【開館時間】午前9時30分～午後5時30分
（入館は午後5時まで）

【観覧料】一般150(120円)　 
高大生100(80円)　小中生50(40円)
※（　）内は20名以上の団体料金
※ 障害者手帳、年長者施設利用証（北九

州市交付のもの）を提示の方は無料
【休館日】月曜日
※ 月曜日が祝日・振替休日の場合は開館

し、翌日火曜日が閉館
※12月8日は臨時休館

【お問合せ】093(882)7777

コレクション展Ⅱ　 
特集 アメリカで活躍したアーティストたち 1960’s-80’s

県
立
美
術
館
（
07
年
）
な
ど
、
国
内

外
で
個
展
や
グ
ル
ー
プ
展
が
開
催
さ

れ
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
、
地
元
九

州
で
は
初
め
て
の
紹
介
と
な
り
ま
す
。

見
る
者
を
魅
了
し
、
圧
倒
さ
せ
る
東

島
毅
の
作
品
世
界
を
ど
う
ぞ
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

hiroba
美術

美術館へ行こう！
北九州市立美術館　学芸員

清 田 幸 枝 Yukie Kiyota
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8月1日（水）午前12時までにご返却お願い申し上げます。
お忙しいところ大変恐縮ですが、よろしくお願いいたします。



Information

【開催期間】７月21日（土）～10月31日（水）
【開館時間】午前9時30分～午後6時（入館は午後5時30分まで）
【会場】松本清張記念館企画展示室
【入場料】 常設展示観覧料
一般500円（400円）　中高生300円（240円）　小学生200円（160円）　

（　）内は30名以上の団体料金
【お問合せ】
北九州市立松本清張記念館　北九州市小倉北区城内2の3
093（582）2761
ホームページアドレス　http://www.kid.ne.jp/seicho

開館20周年記念 特別企画展　清張オマージュ展

村上龍『55歳からのハローライフ』2012年　
幻冬舎

恩田陸『不連続の世界』2008年　幻冬舎

東野圭吾『白夜行』1999年　集英社

　
現
在
開
催
中
の
「
清
張
オ
マ
ー
ジ

ュ
展
」
で
は
、
松
本
清
張
へ
の
「
オ

マ
ー
ジ
ュ
」
（hom

m
age

、
フ
ラ

ン
ス
語
で
「
尊
敬
、敬
意
」
の
意
味
）

が
色
濃
い
文
学
作
品
を
、
い
く
つ
か

ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
村
上
龍
「
ト
ラ
ベ
ル
ヘ
ル
パ
ー
」

（
『
55
歳
か
ら
の
ハ
ロ
ー
ラ
イ
フ
』

所
収　
２
０
１
２
年　
幻
冬
舎
）
は
、

清
張
の
本
を
買
っ
て
読
む
こ
と
を
、

さ
さ
や
か
な
楽
し
み
と
し
て
い
る
60

代
の
ト
ラ
ッ
ク
運
転
手
が
主
人
公
で

す
。
行
き
つ
け
の
古
書
店
で
出
会
っ

た
女
性
と
、
清
張
の
本
を
通
し
て
親

密
に
な
り
ま
す
が
―
―
。
本
作
に
お

い
て
清
張
作
品
は
、
こ
の
主
人
公
の

よ
う
な
普
通
の
人
々
に
捧さ

さ

げ
ら
れ
て

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、

女
性
の
背
景
に
何
か
訳
あ
り
な
と
こ

ろ
も
、
清
張
的
な
の
で
す
。

　
恩
田
陸「
砂
丘
ピ
ク
ニ
ッ
ク
」（『
不

連
続
の
世
界
』
所
収　
２
０
０
８
年　

幻
冬
舎
）
に
は
、
な
ん
と
松
本
清
張

記
念
館
が
登
場
し
ま
す
。
作
中
で
は

〝
Ｋ
と
い
う
町
の
推
理
小
説
家
Ｍ
の

記
念
館
〟
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、「
あ

と
が
き
」
に
よ
る
と
、
作
者
自
身
が

当
館
に
来
館
し
た
こ
と
を
明
か
し
て

い
ま
す
。
何
で
も
、
作
家
デ
ビ
ュ
ー

し
た
年
齢
が
清
張
と
同
じ
42
歳
で
、

「
今
か
ら
こ
れ
だ
け
の
量
を
書
く
の

か
、と
圧
倒
さ
れ
、震
え
上
が
っ
た
」

そ
う
で
す
。
こ
れ
は
、
今
回
、
企
画

展
の
た
め
に
い
た
だ
い
た
寄
稿
か
ら

の
ひ
と
言
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
本

展
に
寄
せ
て
い
た
だ
い
た
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
展
示
し
て
い
る
の
も
、
見
ど
こ

ろ
の
一
つ
で
す
。

　
東
野
圭
吾
『
白
夜
行
』
（
１
９
９

９
年　
集
英
社
）
は
、
映
画
、
ド
ラ

マ
化
も
さ
れ
て
い
る
と
て
も
有
名
な

小
説
で
す
が
、
本
を
お
持
ち
の
方
は
、

最
初
の
一
ペ
ー
ジ
目
を
読
み
直
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。
後
々
ま
で
事
件
を

粘
り
強
く
追
う
こ
と
に
な
る
〈
笹
垣

潤
三
〉
が
〈
久
し
ぶ
り
に
、
の
ん
び

り
読
書
で
も
し
よ
う
と
思
っ
て
い
た
。

今
日
の
た
め
に
、
松
本
清
張
の
新
作

を
読
ま
な
い
で
い
た
の
だ
〉
と
い
う

記
述
に
ぶ
つ
か
り
ま
す
。
東
野
は
エ

ッ
セ
イ
の
中
で
も
〈
（
清
張
は
）
継

続
的
に
読
ん
で
い
た
数
少
な
い
作
家

の
一
人
で
あ
る
〉
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　
他
に
も
、
清
張
の
「
或
る
『
小
倉

日
記
』
伝
」
が
大
き
な
暗
示
の
よ
う

に
登
場
す
る
、
乗
代
雄
介
『
本
物
の

読
書
家
』（
２
０
１
７
年　
講
談
社
）

や
、
２
０
１
８
年
本
屋
大
賞
第
２
位

に
選
ば
れ
た
柚
月
裕
子
『
盤
上
の
向

日
葵
』
な
ど
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
清
張
オ
マ
ー
ジ
ュ
作
品
は
、
文
学

清張という文学icon

だ
け
に
と
ど
ま
り
ま
せ
ん
。
さ
ま
ざ

ま
に
描
か
れ
た
「
松
本
清
張
」
に
出

会
う
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

「
清
張
オ
マ
ー
ジ
ュ
展
」
に
足
を
お

運
び
く
だ
さ
い
。

hiroba
文芸

清張アラカルト
北九州市立松本清張記念館　学芸員

柳 原 暁 子 Akiko  Yanaginara

4

7月26日（木）までにご返却お願い申し上げます。
お忙しいところ大変恐縮ですが、よろしくお願いいたします。
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〝
演
劇
を
観み

る
〟
行
為
は
あ
る
意

味
〝
体
力
〟
が
必
要
な
行
為
で
あ
る

と
思
う
。
著
名
な
劇
作
家
の
講
演
で

「
演
劇
は
、
観
客
の
〝
何
か
〟
を
、

劇
場
に
入
る
前
と
後
と
で
変
化
さ
せ

な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
」
と
い
う
話

を
聞
い
て
、
妙
に
納
得
し
た
記
憶
が

あ
る
。
生
身
の
人
間
が
、
全
力
で
、

観
客
の
五
感
や
、
価
値
観
、
世
界
観

に
影
響
を
与
え
よ
う
と
働
き
か
け
て

く
る
の
だ
か
ら
、
疲
れ
る
の
は
当
然

だ
。
逆
に
、
劇
場
に
入
る
前
と
後
で
、

自
分
の
中
に
何
の
変
化
も
起
き
な
い

作
品
と
の
出
会
い
は
、
あ
ま
り
〝
劇

的
〟
で
な
い
、
と
言
え
る
の
か
も
し

れ
な
い
。

　
何
が
言
い
た
い
か
と
い
う
と
、
私

自
身
が
、
最
近
な
か
な
か
劇
場
に
足

を
運
べ
な
い
の
で
あ
る
。
以
前
書
か

せ
て
い
た
だ
い
た
が
、
下
関
の
梅
光

学
院
中
学
校
・
高
等
学
校
で
、
通
常

授
業
に
導
入
さ
れ
た
「
演
劇
（
ド
ラ

マ
）
」
を
担
当
し
て
１
年
半
以
上
経た

っ
た
。
国
語
や
英
語
、
体
育
な
ど
の

教
科
と
同
じ
並
び
で
、
自
己
表
現
や

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
学
ぶ
授
業

が
週
に
１
回
あ
る
環
境
に
、
生
徒
も

よ
う
や
く
慣
れ
て
き
た
感
が
あ
る
。

ク
ラ
ス
に
よ
っ
て
は
、
お
互
い
に
全

身
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り

合
い
、
見
事
に
即
興
の
シ
ー
ン
を
演

じ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

も
ち
ろ
ん
、
数
学
や
社
会
が
嫌
い
な

生
徒
が
い
る
の
と
同
様
に
、
価
値
観

の
違
う
誰
か
と
共
同
作
業
を
す
る
こ

と
や
、
正
解
の
な
い
課
題
に
自
分
な

り
の
答
え
を
出
す
こ
と
に
自
信
を
持

て
ず
、
不
安
を
覚
え
る
生
徒
も
い
る
。

俳
優
が
学
校
に
行
っ
て
、ま
る
で〝
花

火
〟
の
よ
う
に
非
日
常
を
持
ち
込
む

イ
ベ
ン
ト
チ
ッ
ク
な
演
劇
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
と
は
全
く
違
う
展
開
を
せ
ね

ば
な
ら
な
い
。
そ
ん
な
こ
ん
な
で
、

劇
場
に
足
を
運
ん
で
、
俳
優
や
作
品

の
感
情
か
ら
強
い
影
響
を
与
え
ら
れ

る
こ
と
を
た
め
ら
っ
て
し
ま
う
昨
今

で
あ
る
。

　
そ
ん
な
私
が
、
か
な
り
興
味
深
い

と
思
う
公
演
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

二
つ
ご
紹
介
し
た
い
。

　
ま
ず
は
「
有
門
正
太
郎
プ
レ
ゼ
ン

ツ
」
の
『
ア
リ
プ
レ
大
解
剖
！
お
も

し
ろ
実
験
室
』
（
７
月
15
日
・
16
日
、

８
月
20
日
・
21
日
／
北
九
州
芸
術
劇

場
創
造
工
房
内
稽
古
場
）
だ
。
２
０

１
８
年
３
月
31
日
付
で
「
飛
ぶ
劇

場
」
を
退
団
し
、
自
身
の
団
体
、
通

称
「
ア
リ
プ
レ
」
の
活
動
に
専
念
す

る
こ
と
と
な
っ
た
有
門
正
太
郎
が
、

さ
ま
ざ
ま
な
年
代
の
人
々
と
、
さ
ま

ざ
ま
な
〝
劇
的
な
こ
と
〟
を
探
す
魅

力
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
構
成
と
な
っ
て

い
る
。

▽
プ
ロ
グ
ラ
ム
１

　
俳
優
集
ま
れ
！

　
『
テ
キ
ス
ト
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
』　

　
／
プ
ロ
・
ア
マ
不
問

▽
プ
ロ
グ
ラ
ム
２

　
映
像
好
き
集
ま
れ
！

　

�

『
簡
単
な
Ｃ
Ｍ
製
作
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
』
／
初
心
者
も
大
歓
迎

▽
プ
ロ
グ
ラ
ム
３

　
シ
ニ
ア
集
ま
れ
！

　

�

『
演
劇
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
』
／
シ

ニ
ア
世
代
も
し
く
は
シ
ニ
ア
と
一

緒
に
演
じ
る
事
に
興
味
の
あ
る
方

▽
プ
ロ
グ
ラ
ム
４

　
親
子
集
ま
れ
！

　

�

『
段
ボ
ー
ル
ｄ
ｅ
想
像
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
』
／
子
ど
も
：
９
歳
以
上

　
も
う
一
つ
は
、「
大
体2m

m

」
の

『
荷
物
は
ど
こ
か
ら
来
た
の
か�

中
身

は
何
か�

あ
と
ど
こ
へ
置
く
の
か
』（
作

：
藤
原
達
郎
／
演
出
：
藤
本
瑞
樹
／

９
月
８
日
・
９
日
／
枝
光
本
町
商
店

街
ア
イ
ア
ン
シ
ア
タ
ー
）
だ
。
第
１

回
北
海
道
戯
曲
賞
大
賞
を
受
賞
し
た

藤
原
達
郎
の
戯
曲
を
、
新
た
に
入
団

し
た
「
二
番
目
の
庭
」
の
代
表
で
も

あ
る
藤
本
瑞
樹
の
演
出
で
上
演
す
る
。

チ
ラ
シ
に
は
「
と
あ
る
会
社
の
廊
下

で
、
下
手
か
ら
上
手
に
延
々
と
段
ボ

ー
ル
を
運
ぶ
だ
け
の
物
語
」
と
あ
る
。

　
今
年
度
「
北
九
州
劇
団
代
表
者
会

議
」
で
『
俳
優
賞
』
（
名
称
は
仮
）

を
も
う
け
る
と
い
う
企
画
が
持
ち
上

が
っ
て
い
る
。
賞
と
い
っ
て
も
、
代

表
者
会
議
内
で
の
選
出
だ
し
、
賞
品

が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
の
だ
が
、
演

劇
を
創
っ
て
い
る
当
事
者
で
あ
っ
て

も
、
親
し
い
劇
団
の
公
演
し
か
見
に

行
か
な
い
傾
向
が
あ
る
中
で
、
な
る

べ
く
た
く
さ
ん
の
公
演
を
見
る
た
め

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
な
れ
ば
、
と

い
う
企
画
だ
。
確
か
に
私
の
よ
う
に

〝
心
を
揺
さ
ぶ
ら
れ
る
〟
こ
と
に
対

し
て
少
し
腰
の
重
く
な
っ
て
い
る
人

間
に
と
っ
て
は
と
て
も
良
い
企
画
だ

と
い
え
る
。

　
も
し
私
と
同
じ
よ
う
に
、
日
々
の

忙
し
さ
に
疲
れ
気
味
の
方
々
も
、
自

分
の
〝
何
か
〟
を
変
え
る
も
の
に
出

会
う
た
め
に
劇
場
に
足
を
運
ば
れ
て

は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。
北
九
州
に
は

そ
ん
な
演
劇
が
た
く
さ
ん
あ
る
。

劇場へ行こう

大体2mm『荷物はどこから来たのか 中身は何か あとどこ
へ置くのか』チラシ

有門正太郎プレゼンツ
『アリプレ大解剖！おもしろ実験室』チラシ

主催：有門正太郎プレゼンツ　協力：北九州芸術劇場この事業は北九州芸術劇場による、地域舞台人の新たな表現活動への支援の一環として実施しています。

講師：有門正太郎プレゼンツ

※1 コースの申込から受け付けてます☆
7/15(日)・16(月・祝)・8/20(月)・21(火)

映像好き集まれ！

「簡単なCM製作ワークショップ」
アリプレは動画もこだわりを発揮。今回は参加者と家庭用
ビデオカメラで撮影した動画をユニークな角度で編集し、
CM 製作にトライ！初心者も大歓迎。アリプレ動画の秘密
を体験したい人集まれ！ 

7/16（月・祝）11：00～16：00
（昼食は各グループで

  食べます！）

定員 10名 1,200円料金

プログラム

2

俳優集まれ！

「テキストワークショップ」
ただ愚直に、ひたむきに、時にバカがつくほど正直に。逃げる
ことない強くまっすぐな目で演劇に立ち向かう男・有門正太郎
と、真正面から「演劇」と向き合ってみませんか？プロアマ不
問です。

7/15（日）14：00〜20：00

定員 20名 1,000円料金

プログラム

1

シニア集まれ！

「演劇ワークショップ」
「舞台に立ってみたい」と夢見た頃もあったなぁというあなた。

第二の人生何をするかなぁと考えているあなた。その想い形にし
ませんか？新たな出逢いがきっかけで、新たな何かが始まるか
も！？

8/20（月）13：00～16：00

定員 10名 1,000円料金

シニア世代
もしくはシニアと一緒に演じる事に興味のある方対象

プログラム

3

親子集まれ！

「段ボールde想像ワークショップ」
夏休みの子どもにぴったりの企画。段ボールの鬼ヶ島で何が起
こる？何でもかんでも段ボールで作っちゃうアリプレによる演
劇体験型ワークショップ。必要なのは君のおもしろいひらめき
だけ！

8/21（火）1 1：00～12：30
14：00～15：30

（各回 90分）

各回10組20名定員

子ども：9 歳以上対象

1組 800円料金

プログラム

4

“子どもからじいちゃんばあちゃんまで楽しめるコント” を目指す北九州発コント劇
団。くだらないことにトコトンこだわり、汗臭く、泥臭く、ただひたすらに、彼ら
は今日も真面目に笑いに挑み続ける。

「有門正太郎プレゼンツ」とは

こんにちは！

笑いを追求する劇団『アリプレ』です。

この度まだ見ぬ「新種アリプレ」を発見す

べく、主宰有門が見つけた“4 つのアリ

プレ要素”をディープに大解剖する冒険

に出発します！

そこで一緒に旅に出るクルーを大募集！

きっと真剣でドタバタのおもしろ旅に

なります。もう絶対です。

われわれ本気で頑張りますので

一緒に本気で遊びましょう！

おもしろ
実験室

アリプレ大解剖！

下記の必要事項・志望動機を記載の上、
問合せ欄のメール & 郵送先にお申込ください。

※申込多数の場合は抽選
※プログラム 4 はお子さんの氏名・年齢をご記載ください
※劇団からの返信を持って申込完了となります
　( 郵送の方は返信先住所をご記載ください )

申込締切： →7/9(月)〆

→8/13(月)〆

プログラム

1
プログラム

2

プログラム

3
プログラム

4

【お問合せ】 有門正太郎プレゼンツ

・氏名　・性別　・年齢　・希望プログラム
・当日連絡先（TEL）　・ひとこと意気込み

Mail : arikadoaripure@gmail.com
郵送先：〒807-0825 福岡県北九州市八幡西区折尾 4-25-7-302
TEL：090-8404-0160（アリプレ制作部）

「平成 30 年度 北九州芸術劇場創造工房『演カツ !!』事業」 

北九州芸術劇場・創造工房内 稽古場
（リバーウォーク北九州6階）

hiroba
演劇

演劇の街は、いま
大塚恵美子演劇事務所　代表

おおつか えみこ  Emiko Otsuka

3

8月9日（木）までにご返却お願い申し上げます。
お忙しいところ大変恐縮ですが、よろしくお願いいたします。



2017年度舞台写真「待つ女」（作：鵜飼秋子）
撮影：藤本彦

2016年度舞台写真「第3の男」(作：渡辺明男)
撮影：藤本彦

2017年度舞台写真「カンパン」（作：寺田剛史）
撮影：藤本彦

　
北
九
州
市
内
に
長
年
暮
ら
し
て
き

た
高
齢
者
の
方
々
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

し
、
一
人
一
人
の
昔せ

き

日じ
つ

の
記
憶
を
呼

び
起
こ
し
な
が
ら
、
そ
の
思
い
出
や

エ
ピ
ソ
ー
ド
の
断
片
を
演
劇
的
に
脚

色
し
戯
曲
に
仕
上
げ
舞
台
化
す
る
事

業
「Re:

北
九
州
の
記
憶
」
。
核
家

族
化
が
進
み
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
が
衰
退
し
て
い
る
昨
今
、
人
々

の
記
憶
が
子
ど
も
や
孫
に
語
り
継
が

れ
る
機
会
が
減
っ
て
い
く
中
で
、
劇

場
な
ら
で
は
の
手
法
に
よ
り
、
こ
の

街
に
生
き
る
「
人
の
記
憶
」
を
「
街

の
記
憶
」
と
し
て
継
承
し
て
い
く
試

み
を
続
け
、
今
年
で
７
年
目
を
迎
え

ま
す
。

　
昨
年
度
ま
で
に
48
人
に
伺
っ
た
お

話
か
ら
、
52
の
作
品
が
生
ま
れ
て
お

り
、
完
成
し
た
戯
曲
集
は
市
内
の
図

書
館
で
も
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
今
年
度
は
、
福
岡
・
熊
本
を
拠

点
に
活
躍
す
る
５
人
の
若
手
劇
作
家

が
、
市
内
外
に
住
む
70
～
80
代
の
男

女
８
人
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
ま

し
た
。

　
少
女
歌
劇
団
に
所
属
し
青
春
を
謳お

う

歌か

さ
れ
て
い
た
方
、
門
司
に
あ
る
ビ

ー
ル
工
場
に
勤
め
ら
れ
て
い
た
方
、

ま
た
九
州
を
牽け

ん

引い
ん

す
る
ジ
ャ
ズ
ピ
ア

ニ
ス
ト
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
方
な

ど
か
ら
、
子
ど
も
時
代
や
青
春
時
代
、

恋
愛
や
結
婚
、
仕
事
や
趣
味
の
こ
と

な
ど
を
伺
っ
た
話
が
、
当
時
の
面
影

を
偲し

の

び
な
が
ら
新
し
い
物
語
と
し
て

舞
台
の
上
で
鮮
や
か
に
甦

よ
み
が
えり
ま
す
。

　
ぽ
つ
り
ぽ
つ
り
と
、
遠
く
過
ぎ
去

っ
た
日
の
一
つ
一
つ
を
噛か

み
締
め
、

慈い
つ
くし
む
よ
う
に
、
時
に
は
つ
い
最
近

の
出
来
事
の
よ
う
に
次
々
と
鮮
や
か

な
色
彩
を
帯
び
語
ら
れ
る
記
憶
の
断

片
た
ち
。
き
っ
か
け
が
な
け
れ
ば
誰

に
も
語
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
心
の
中

に
留
ま
り
消
え
去
っ
て
い
た
か
も
し

れ
な
い
そ
の
断
片
を
作
家
が
受
け
取

り
、
自み

ず
か
ら
の
感
性
と
筆
を
通
じ
て
、

誰
も
が
読
む
こ
と
の
で
き
る
戯
曲
と

し
て
形
に
現
し
て
い
き
ま
す
。
そ
し

て
そ
の
戯
曲
が
読
ま
れ
た
と
き
、
あ

る
い
は
舞
台
に
な
っ
た
と
き
に
、
個

人
の
さ
さ
や
か
な
思
い
出
や
感
情
が

新
た
な
息
吹
を
あ
げ
、
当
時
の
様
子

が
生
き
生
き
と
甦
り
ま
す
。
そ
こ
か

ら
は
、
街
の
人
口
デ
ー
タ
や
歴
史
書

な
ど
、
記
録
さ
れ
た
資
料
で
は
決
し

て
伝
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
当
時
の

街
の
匂
い
や
、
そ
の
時
代
に
生
き
た

一
人
一
人
の
人
生
や
思
い
、
温ぬ

く

も
り

な
ど
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ス
タ
ー
ト
か
ら
７
年
、
こ
の
街
に

生
き
て
き
た
人
々
の
さ
ま
ざ
ま
な�

〝
記
憶
〟
と
出
会
い
、
そ
の
記
憶
に

思
い
を
馳は

せ
て
き
ま
し
た
。
今
年
は

ど
の
よ
う
な
思
い
や
温
も
り
を
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
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2017年度舞台写真「彼らは防空壕で」（作：穴迫信一）
撮影：藤本彦

Information

北九州芸術劇場＋市民共同創作リーディング 
「Re：北九州の記憶」
【日程】10月7日（日）・8日（月・祝） 各日午後2時開演
【会場】北九州芸術劇場小劇場
【料金】500円
※未就学児入場不可　
※日時指定・全席自由・当前共通　
※チケット発売中

【お問合せ】北九州芸術劇場　093(562)2655

北九州芸術劇場＋市民共同創作リーディング
「Re:北九州の記憶」

宣伝営業課　広報係　金 子 美 紀  Miki  Kaneko

北九州芸術劇場

2

8月1日（水）午前12時までにご返却お願い申し上げます。
お忙しいところ大変恐縮ですが、よろしくお願いいたします。



（公財）北九州市芸術文化振興財団
Kitakyushu City Foundation for Promoting Arts and Culture

旧松本家住宅　
国指定重要文化財

（戸畑区）〈画：西川幸夫〉

Culture&Cultivate

かるかるCulCul
特集

北九州芸術劇場
演劇｜演劇の街は、いま

文芸｜清張アラカルト
美術｜美術館へ行こう ！

漫画｜漫画と北九州
埋蔵文化財｜遺跡からのメッセージ

音楽｜いろはにぴあの
CulCul かるかるニュース

北九州かるかるファンドへの寄付金を募集
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8月1日（水）午前12時までにご返却お願い申し上げます。
お忙しいところ大変恐縮ですが、よろしくお願いいたします。


